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を漸次縮小していくのかもしれません。しか
し、もし、原稿の集まりの悪さが単に研究成果
が乏しくなっていることの反映だとすれば、
由々しき事態が起こっていることになりま
す。今後は論文の質ということも含めて、特
に若い先生方を中心に紀要の在り方を議論し
ていく必要があると思います。
　「韋編」編集部の求めに応じて、経営学会に
ついて紹介することになりました。学会の簡
単な事業紹介の後、紀要の現状についても触
れました。このような場所で触れるのは不適
切な気もしましたが、折角の機会なので利用
させていただきました。経営学部教員の皆様
のお考えを会務委員までお寄せいただければ
有難いです。
コレクション紹介　「竹村文庫」について
　　　文学部教授　　鈴 木　立 子
　本学にある「竹村文庫」は旧制浦和高等学
校教授竹村昌次氏の旧蔵書であり、1664年か
ら1938年に刊行された欧文図書からなってい
る。概要は、ヨーロッパ、アジアの文化、歴史、
宗教に関する概説書、研究書、アジア諸語の欧
文訳、及び各地に派遣された使節、宣教師、探
検家の報告書である。若干の書籍には購買年
月日が記され（早いものは明治36年とある）、
日付とともに「Parisニテ求之」と書かれてい
るものもある。
　竹村氏の蔵書が愛知大学に寄贈されたの
は1953年5月28日であることは『愛知大学五十
年史』に記されている。愛知大学非常勤講師
武井義和氏に当時の記録を探していただいた
が、今のところその経緯を示す文書は見つけ
られていない。竹村氏は1942年4月（『朝日新
聞』4月6日朝刊　下記成田氏情報提供）に67
歳でなくなっており、本人の意思による寄贈
ではあるまい。寄贈のいきさつを探している
中で明らかになった竹村昌次氏について先ず
述べてみよう。
竹村昌次氏とは
　『旧制浦和高等学校同窓会　会員録　昭和
15年版』・『旧制浦和高等学校生徒名簿』による
と在職期間は1922年から1939年であり、1936
年まで文科の教授、1937年から39年までは講
師とある。担当教科は歴史であり、1925年・26
年には在外研究に出ており、1933年には東京
高等学校の教授を兼任している（以上は、埼
玉大学研究協力部図書情報課、情報サービス
チーム、成田義樹氏に調査していただいた）。
旧制浦和高等学校は1922年4月に最初の入学
者を迎えており、発足当時から浦和高校で教
鞭を執っていたことになる。1936年11月に当
時の校長が職務中に死亡したが、その際「竹村
昌次教授を校長事務取り扱いとした」（『読売
